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のコンピュー タ解析冨田勝 (旋大･環境怖相 ､戸田好
焚 (旋大･政耗メディア)短い散在性反復配列の一つ
であり､霊長煩ゲノムに特有であるALU配列の3'末
端に隣接するply･Atail部分の生成方法･過程
について現在毘示されているいくつかの仮説検証のための予備調査を
主に行った｡同起源のALU反視配列におけるp
oly･Atanをデータベ スー単位で収集及び分
析するためのソフトウェア開発を目的として､
退伝子五校により生成されたと考えられているヒト成長ホルモン関係の遺伝子
領域(Ge血 nkA∝cssionNumt光rJO3
071)に高原皮で存在するALU西野Uを抽出､分類
､比較分析を行った｡その結果､玉枝によって柳苗した
ALUF己列が数多く存在すること､また､そのような
配列において､イ劫ほれているpoly･Atai
lが爽なった配列を持つことが判明した｡おそらく退位子
来校後の突然変異によるものであろうこれらの酉己列の
多形を､ALU配列の推定進化的年代とあわせた分析をするこ
とにより､西己列変異の方向性についての理解を深め
ることができそうである｡また､竹中教授によって
配列決定済みである､カニクイザルのDNA配列中のALU配列
のサブファミリーの特定を行い,それら前後の
